
今
、
手
元
に
『
伊
那

の
華
』
と
題
す
る
三
冊

の
美
術
誌
が
あ
る
。
各

冊
子
の
奥
付
に
よ
れ

ば
、
第
壱
號
は
明
治
４４

年
３
月
、
第
弐
號
は
同

４５
年
４
月
、
第
参
號
は

大
正
２
年
１０
月
の
発
行

で
あ
る
。
他
に
類
似
の

も
の
を
見
な
い
こ
と
か

ら
、
た
ぶ
ん
こ
の
美
術

誌
は
右
の
三
冊
で
発
行

を
終
え
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

同
誌
は
、
縦
２５
�
・

横
１８
�
の
上
質
紙
に
、

写
真
撮
影
さ
れ
た
書
画

作
品
が
掲
載
さ
れ
、
脇

に
作
者
名
・
作
品
名
・

寸
法
・
所
蔵
者
名
等
が

記
さ
れ
て
い
る
。
作
品

の
大
小
や
縦
横
の
別
は

あ
る
が
、
概
ね
表
面
一

�
に
一
作
品
が
載
っ
て

い
る
。

作
品
は
す
べ
て
モ
ノ

ク
ロ
で
紹
介
さ
れ
、
色

彩
や
装
飾
は
全
く
な

い
。
カ
ラ
ー
印
刷
に
慣

れ
た
現
代
人
か
ら
す
る

と
、
あ
ま
り
魅
力
を
感

じ
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
一
世
紀
以
上
昔
に

す
れ
ば
、
最
先
端
の
技

術
を
駆
使
し
た
美
術
誌

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
般
に
写
真
が
ま
だ
高

価
で
縁
遠
か
っ
た
時
代

だ
け
に
、
さ
ぞ
珍
重
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
美
術
誌
の
出
版

元
は
飯
田
の
発
光
堂
、

編
者
は
同
地
の
原
勇
馬

で
あ
る
。
発
光
堂
は
各

種
印
刷
業
と
内
外
洋
紙

商
で
、
原
は
そ
の
堂
主

で
あ
る
。
明
治
４１
年
発

行
の
『
長
野
縣
官
民
肖

像
録
』（
遠
藤
永
吉
編
・

有
終
社
刊
）
に
そ
の
写

真
が
載
る
地
元
の
名
士

で
あ
っ
た
。

各
種
の
書
画
作
品
が

載
る
本
誌
に
は
序
文
も

跋
文
も
無
い
の
で
、
出

版
の
目
的
や
経
緯
等
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
が
、
当
時
高
ま
っ
て

き
た
美
術
愛
好
意
識
を

背
景
に
、
当
地
に
多
く

存
在
す
る
書
画
作
品
を

広
く
紹
介
す
る
狙
い
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
冊
と
も
特
に
ペ
ー
ジ

は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
各
号
２５
〜
２７
�
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ほ
ぼ

一
作
品
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

掲
載
作
品
は
、
少
数

の
書
と
工
芸
品
（
白
玉

香
炉
一
点
の
み
）
を
除

け
ば
、
大
多
数
が
絵
画

で
あ
る
。
作
品
の
装
丁

は
軸
装
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
屏
風
も
何
点
か
あ

る
。
ま
た
、
当
時
に
お

け
る
現
存
作
家
の
作
品

は
極
め
て
少
な
く
、
多

く
が
物
故
作
家
の
、
そ

れ
も
例
え
ば
相
阿
弥

（
〜
一
五
二
五
）
・
狩

野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜

一
六
七
四
）
・
池
大
雅

（
一
七
二
三
〜
一
七
七

六
）
・
谷
文
晁
（
一
七

六
三
〜
一
八
四
〇
）
・

渡
辺
崋
山
（
一
七
九
三

〜
一
八
四
一
）
等
、
各

時
代
を
代
表
す
る
著
名

作
家
の
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
添

え
ら
れ
た
所
蔵
者
名
や

地
区
名
を
見
る
と
、
紹

介
作
品
の
多
く
は
旧
飯

田
市
内
の
所
蔵
者
所
有

作
品
で
あ
る
。
そ
こ
へ

松
尾
・
川
路
・
千
代
・

片
桐
…
等
、
周
辺
地
域

の
所
蔵
家
が
混
じ
る
。

更
に
参
號
で
は
高
遠
・

伊
那
・
飯
島
・
箕
輪
・

松
島
等
、
上
伊
那
に
ま

で
及
び
、
文
字
通
り
書

名
の
『
伊
那
之
華
』
に

広
が
る
。な
お
、こ
れ
ら

に
は
寺
の
什
宝
も
四
点

含
ま
れ
て
い
る
。
思
う

に
、
編
者
が
そ
れ
ぞ
れ

了
解
を
得
て
撮
影
し
て

回
っ
た
か
、
作
品
を
発

行
所
に
持
参
し
て
撮
影

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
郷
土
史

家
で
美
術
愛
好
家
の
原

彰
一
は
私
家
本
『
養
老

�
原
家
の
記
録
�
』（
二

〇
〇
二
年
・
南
信
州
新

聞
社
出
版
局
発
行
）
の

中
で
、
こ
の
『
伊
那
の

華
』
三
巻
を
「
伊
那
谷

最
初
の
美
術
誌
」
と
明

言
し
て
い
る
。
本
稿
は

そ
れ
を
受
け
て
、
標
題

と
し
た
が
、
果
た
し
て

ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
識

者
の
ご
指
導
を
俟
つ
こ

と
と
し
、
次
回
は
本
誌

掲
載
の
作
品
を
考
察

し
、
そ
こ
か
ら
み
え
て

く
る
も
の
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

（
故
人
敬
称
略
）
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発光堂主 原勇馬

三冊の美術誌『伊那之華』（１～３號）
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